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圏
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
九
五
年
向
上
で
国
際
競
争
力
を
高
め
れ
い
る
こ
と
に
よ
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輸
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と
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下
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転
れ
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経
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膨
ら
み
、
円
み
に
よ
り
、
輸
入
が
減
り
円
高
て
、
日
本
も
不
況
に
な
る
。
こ

諒
一
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
圏

4
2拡‘司
喝
也
車
引
き
締
め
に
よ
る
景
気
後
裏
手
に
入
る
。
ま
さ
に
、
で
は
、
米
国
の
最
気
後
退
で
れ
ば
日
本
が
風
邪
を
引
く
」
と

l

》

《

1
ド
ル 

円

内

《 

ι

・ 
HH

W

H
U

H
V

H

一五 

円
か
ら
九

O

①
米
最
気
の
減
速
で
日
本
経
済
に
も
悪
影

響
が
喪
主
の
懸
念
が
あ
る
が
、
一
九
八
0

年
代
半
民
降
は
日
米
の
景
気
動
向
星
刀

向
に
動
い
て
き
た
。
日
本
の
景
気
が
よ
い
と

円
高
に
な
る
と
の
「
常
識
」
も
、
実
は
成
立

し
な
い
。

@
米
国
の
輸
入
が
減
少
す
る
と
円
安
・
ド

300 

に
で
も
な
れ
ば
、
同
じ
こ
の
状
況
が
定
着
す
れ
ば
、

物
を
同
じ
効
率
で
作
つ
米
国
は
、
日
本
は
円
安
鵠
樽
に

内 ，内
α

型

あ

る

。

号 

2
4れ
ば
、
日
本
へ
め
内

国
最
気
は
米
国
の
国
内
需
要
で
の
か
い
離
は
、
外
国
為
替
レ
1
顧

問

問

一

つ

こ

と

が

で

き

る

の

で

里

つ

こ

と

に

な

る

。

ル

ま

っ

て

い

る

。

効

率

性

た

と

非

難

す

る

で

あ

ろ

う

。

実

つ

槻

一

内

で

は

不

況

が

深

刻

化

禁

増

し

よ

う

。

皮

肉

な

こ

E
一

切

年

代

半

ば

か

ら

ば

の

賢

本

の

完

全

自

由

化

以

む

、

と

い

易

け

で

あ

る

。

一

&

一

暴

れ

ば

ま

ず

ま

ず

需

す

る

。

こ

己

て

、

経

済

襲

1

1

1

1

L

4
2の

関

係

毒

患

に

す

る

必

要

;

っ

て

円

高

が

さ

ら

恐

れ

る

よ

り

も

4
一
米
国
株
価
が
下
落
を
続
け
、
瞳
圏
闇
園
田
園
識
」
と
は
反
対
で
あ
る
。
が
あ
る
。
に
進
む
。
他
方
、
米
国
製
品
こ

利

一

景

気

後

退

が

鮮

明

に

な

っ

て

き

開

祖

師

事

、

八

七

年

か

え 

O
年
円
高
は
経
常
収
支
黒
字
容
富
は
追
い
風
で
あ
る
o

l

4
E
' 

ル
高
と
な
り
、
日
本
製
品
の
国
際
競
争
力

高
ま
っ
て
い
く
。
資
本
移
動
が
完
全
に
自
由

に
な
っ
て
い
る
た
め
為
替
レ 

ト
調
整
が
機

能
す
る
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
米
最
気
の
減

速
は
日
本
経
済
宅
商
く
好
機
と
い
え
る
。

i

l

ト

て

も

、

日

本

製

品

は

米

よ

る

輸

出

刺

激

で

米

国

の

犠

牲

園
艶
品
に
負
け
る
に
決
の
も
と
に
景
気
回
復
を
目
指
し

融

)

塑

を

了

七

倍

に

改

善

し

隈

、

そ

の

と

き

に

米

国

内

を

見

一
て
、
よ
う
や
く
こ
れ
ま
れ
ば
、
た
だ
で
さ
え
落
ち
込
ん

ι

f

E

淳

件

卯

一

で

と

同

じ

競

争

力

を

保

だ

需

要

の

中

で

、

日

本

製

品

が

-

罵

期

塑

捜
ミ
支
え
て
い
た
が
、
内
需
が
弱
ま
ト
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
一
貿

ト

は

雪

量

一

一

世

こ

の

さ

塁

圏

雲

委

員

霊

の

主

大
ま
う
。
要
す
る
に
、
日
本
は
た
合
、
そ
の
国
の
響
力
の
パ
ロ
一
郎 

要
は
冷
え
込
む
か
ら
、
は
泥
沼
化
ず
る
。

一

し

か

し

、

現

実

の

為

醤

の

動

「

田

一

成

立

せ

ぬ

「

義

」

覇

軍

髄

き

を

き

こ

の

X
Z

F
n
e
ω
d

L

O

岨
一
れ
だ
け
で
も
数
百
兆
円
相
当
面
相
圏
引 

闇

九 

年
か
ら
九
五
年
ま
で
は
一
た
が
っ
て
、
円
高
は
輸
出
増
大
と
喜
ぶ
の
は
、
そ
の
円
高
が
不
来
の
「
常
識
」
に
と
ら
わ
れ
た

失
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
闇 

且 
園
町
睡
貫
し
て
円
高
が
進
み
、
つ
い
に
で
も
輪
金
少
で
も
起
こ
る
。
況
に
よ
る
輸
入
減
少
で
は
な
経
常
収
支
輩
重
県
で
は
、
事
態

L
1
1

一

幽

一

宮

『

一

四

国

圃

掴

咽

個

一

軸

一

筋

而

問

医

ゆ

回

日

米

景

気

は

自

然

に

逆

転

替

レ

-

4
一

通

一

同

盟

関

副

則

自

国

!

・

'

・

4

a

;

-

-

-

y

h

-

円
を
切
る
水
準
ま
ず
、
輸
出
が
増
え
る
場
合
く
、
生
産
性
改
善
に
よ
る
輸
出
量
ベ
ず
る
だ
け
で
あ
る
。

一

以

上

の

議

論

か

ら

、

も

う

一

一
品
而
輔
瞳
日
本
の
競
争
力
増
す
わ
話
器


マ

が

る

。

こ

の

「

常

識

」

は

、

為

1

;
一
崩
壊
で
失
っ
た
株
価
分
に
さ
え
園
町

E

i

!
u

'
I
M

渉
一
な
れ
ば
、
消
費
が
冷
え
込
ん
で
哩
一
三
画
室
格
化
す
る
と
、
今
度
は
星
葬
祭
経
常
黒
字
消
費
が
冷
え
込
み
、
輸
入
が
減
い
わ
れ
る
請
で
あ
る
。

一
く
る
の
も
う
な
ず
け
る
。
圏
園
個
唱
圃
圃
冒
岨
圃
円
高
に
転
じ
た
。
と
円
高
を
生
み
、
日
本
は
安
い
少
し
た
ら
、
日
本
に
ど
の
よ
う
し
か
し
、
八
0
年
代
半
ば
に

龍
一
予
想
以
上
に
速
い
ぺ 

ス
の
園
間
げ
は 

山
凶
圃
今
回
、
米
国
策
気
に
強
い
懸
外
国
製
品
も
享
受
で
き
る
。
こ
な
影
響
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
国
際
資
本
移
動
の
自
由
化
が
完

一
米
国
景
気
後
退
が
、
日
本
経
済
圏
伊
邑
「
圃 

圏
念
が
広
が
る
と
、
ド
ル
安
で
は
れ
が
、
円
高
が
日
本
経
済
好
調
米
国
の
輸
入
減
少
は
、
当
初
了
し
た
後
は
、
こ
こ
で
述
べ
た

さ
の
も
う
一
段
の
下
落
に
つ
な
が
闇
圏
圏
圏
闇
な
く
、
円
安
が
進
ん
で
い
る
。
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る
日
本
経
済
に
打
撃
を
与
え
る
。
よ
う
な
為
替
調
整
が
機
能
し
て

“

一

る

と

強

く

懸

念

さ

れ

て

い

る

。

つ

ま

り

、

Z

円
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

O

好

機

と

考

え

よ

5
2
E

O

起
言
。
圧
力
差
み
出
し
た
ド
ル
高
な

年
一
か
ら
六
割
以
上
も
低
下
し
、
そ
醐
圃

J
『

d
咽

司

醐

九

昨
一
た
。
米
自
頭
株
式
市
場
(
ナ
ス
圏
闘
園
田
園
闘
闘
闘
聞
に
か
け
て
日
本
経
済
が
世
界
一
き
過
ぎ
た
と
き
に
、
そ
れ
を
調
こ
う
し
て
、
米
国
景
気
の
拡
し
か
し
実
態
は
、
自
ら
の
景

ー
圃
歯
と
い
わ
れ
た
こ
ろ
、
円
高
で
は
聾
す
る
た
め
に
起
こ
る
。
芝
、
大
と
日
本
の
景
気
後
退
、
や
よ
気
後
退
に
よ
る
経
常
収
支
改
善

た
。
ま
た
、
経
常
収
支
を
決
め
る
主
主
因
び
円
票
普

年
の
バ
ブ
ル
崩
蝿
以
降
、
は
、
輸
出
と
輸
入
で
あ
る
。
し
こ
の
円
高
を
「
日
本
買
い
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
従

U
Z

. ""，t~" 

ト
調
整
を
無
視
し
た
も

l

の
で
あ
る
。

nakatuka
テキストボックス
この記事・写真等は日本経済新聞社の許諾を得て転載しています。無断で複写・転載することを禁じます。日本経済新聞　2001年4月2日掲載





